
      
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二
月
十
八
日
（
木
）
第
八
八
一
回 

◇
・
講
師 

中
嶌 

秀
高 
 

 
 

東
京
都
港
区
倫
理
法
人
会 

相
談
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
株
）
ナ
カ
リ
ン
オ
ー
ト 

代
表
取
締
役 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
二
代
目
経
営
者
の
心
掛
け
」 

 
 

 

大
学
卒
業
後
、
四
年
間
他
社
で
自
動
車
販
売
の
経
験
を
積
ん
だ
の
ち
、
父
親 

の
経
営
す
る
、
自
動
車
総
合
デ
ィ
ラ
ー
（
株
）
ナ
カ
リ
ン
オ
ー
ト
に
入
社
。 

当
然
次
期
社
長
の
ポ
ス
ト
を
期
待
さ
れ
て
の
入
社
だ
っ
た
。
そ
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
焦
り
か
ら
、
借
金
を
重
ね
、
ヤ
ミ
金
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
業
者
か
ら 

も
借
り
て
し
ま
っ
た
。
借
金
か
ら
追
わ
れ
る
よ
う
に
家
出
。
十
二
年
間
放
浪
の 

末
、
実
家
に
戻
る
。
縁
が
あ
り
倫
理
法
人
会
に
入
会
し
、
仕
事
に
励
み
三
年
後 

父
の
跡
を
と
り
代
表
取
締
役
に
就
任
。
二
代
目
経
営
者
と
な
り
感
じ
た
こ
と
は 

創
業
者
の
父
の
決
断
力
の
凄
さ
で
あ
る
。
経
験
値
が
違
う
、
そ
の
違
い
を
認
識 

 
 

 
 

 
 

 

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
平
成
二
十
一
年
に
「
創
業
六
十 

 
 

 
 

 
 

 

周
年
社
史
」
を
作
成
し
た
折
、
父
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、 

 
 

 
 

 
 

 

創
業
者
の
想
い
を
初
め
て
聞
い
た
。
会
社
に
お
い
て
一
番
大 

 
 

 
 

 
 

 

事
な
事
は
経
営
理
念
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
関
わ
っ
た
方
々
に 

 
 

 
 

 
 

 

感
謝
を
忘
れ
ず
「
本
を
大
切
に
す
る
」
そ
れ
が
父
か
ら
継
承 

 
 

 
 

 
 

 

す
る
二
代
目
経
営
者
の
一
番
の
心
掛
け
だ
と
肝
に
銘
じ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

木
村 

博
行 

記 
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十
二
月
二
十
五
日
（
木
）
第
八
八
二
回 

◇
・
講
師 

平
塚 

正
幸 

 
 

草
加
市
倫
理
法
人
会 

相
談
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
塚
製
菓
（
株
） 

代
表
取
締
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
・
テ
ー
マ 

「
倫
理
経
営
」 

 
 

 

平
塚
製
菓
は
１
９
０
１
年
に
京
都
で
京
菓
子
を
作
り
始
め
た
の
が
創
業
。 

 
 

 
 

戦
前
に
東
京
に
移
転
し
、
戦
後
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
製
造
を
開
始
し
た
。 

当
社
は
２
０
１
１
年
に
創
業
百
十
周
年
を
帝
国
ホ
テ
ル
に
て
祝
う
こ
と
が
出
来 

た
が
２
０
０
１
年
の
百
周
年
の
時
は
何
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
危
機
だ
っ
た
。 

そ
の
後
、
河
野
武
彦
元
会
長
の
紹
介
で
倫
理
法
人
会
に
入
会
し
、
会
社
が
大
き 

く
変
わ
っ
た
。
会
社
に
朝
礼
を
取
り
入
れ
る
と
「
は
い
」
「
あ
り
が
と
う
」
を 

年
間
二
千
六
百
回
も
口
に
出
す
こ
と
に
な
る
。
自
然
に
社
内
が
変
わ
る
。
気
持 

 
 

 
 

 
 

 

ち
の
良
い
返
事
と
あ
い
さ
つ
、
感
謝
の
言
葉
が
言
え
る
、
人 

 
 

 
 

 
 

 
間
力
豊
か
な
社
員
さ
ん
が
会
社
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
楽
し
い
職
場
作
り
が
一
番
。
一
に
も
二
に
も
人
の
話
を
よ
く 

 
 

 
 

 
 

 

聞
く
こ
と
が
大
切
。
当
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
お
菓
子
を 

 
 

 
 

 
 

 

仲
立
ち
と
し
た
愛
溢
れ
る
平
和
な
社
会
を
築
き
上
げ
る
」 

 
 

 
 

 
 

 

た
め
に
も
・
・
。 

 
 

 
 

 

池
田 

成
希 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

十
二
月
六
日(

木
）
第
八
七
九
回 

◇
・
講
師 

小
川 

淳 
 

 
 

 

埼
玉
県
倫
理
法
人
会 

副
幹
事
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

小
川
屋 

き
も
の
お
が
わ
屋 

代
表
取
締
役 

◇
・
テ
ー
マ 

「
倫
理
実
践
と
会
社
経
営
は
正
比
例
す
る
」 

  
昭
和
三
十
七
年
さ
い
た
ま
市
で
祖
父
が
創
業
し
た
老
舗
き
も
の
店
「
お
が 

わ
屋
」
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
創
業
百
年
の
呉
服
店
を
三
代
目
と
し
て 

 

受
け
継
い
だ
が
駄
目
な
ワ
ン
マ
ン
経
営
で
長
年
勤
め
て
い
た
だ
い
て
い
た 

社
員
ま
で
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
倫
理
法
人
会
の
モ
ー
ニ
ン
グ 

セ
ミ
ナ
ー
に
誘
わ
れ
一
大
決
心
入
会
す
る
。
入
会
後
、
倫
理
指
導
で
「
商
売 

は
支
払
い
が
先
」
の
指
導
を
受
け
、
即
実
践
。
手
形
で
の
支
払
を
現
金
払
い 

に
変
え
、
「
支
払
日
が
人
生
で
一
番
楽
し
い
日
」
と
心
し
て
商
売
に
励
ん
だ 

 
 

 
 

 
 

 
 

結
果
、
黒
字
経
営
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
社
経
営 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
し
て
信
用
、
責
任
、
実
践
を
し
た
か
。
理
想
だ
け
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

描
く
の
で
な
く
行
動
し
て
ぶ
つ
か
り
、
苦
か
ら
自
分
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

み
つ
け
て
歩
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
大
事
。
「
苦
難
は
幸
福 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
門
」
扉
を
開
き
な
が
ら
実
践
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
見
寺 

孝
子 

記 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
二
月
十
一
日
（
木
）
第
八
八
〇
回 

 

◇
・
講
師 

松
丸 

靖 
 

（
一
社
）
倫
理
研
究
所 
名
誉
研
究
員 

◇
・
テ
ー
マ 

「
時
は
命
な
り
」  

 
 

 

「
時
は
得
難
く
し
て
失
い
や
す
し
」
（
准
南
子
） 

 

昭
和
四
十
四
年
、
夜
型
の
生
活
を
セ
ミ
ナ
ー
に
出
る
べ
く
早
起
き
宣
言
し
た 

氏
に
、
奥
様
は
「
何
日
続
き
ま
す
か
ね
。
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
氏
の 

奮
起
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
奥
様
の
優
し
さ
も
感
じ
れ
れ
ま
す
。
人
生
に
苦
し 

み
は
つ
き
も
の
だ
が
、
そ
の
原
因
は
他
で
も
な
い
、
己
が
心
の
裡
に
あ
る
。 

己
の
心
の
歪
み
が
苦
し
む
原
因
で
あ
る
。
こ
の
世
に
「
さ
よ
う
な
ら
」
す
る 

の
が
人
生
で
、
戻
る
事
の
な
い
片
道
切
符
で
あ
る
。
自
分
の
人
生
を
振
り
返 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

っ
て
「
こ
れ
で
良
か
っ
た
」
と
言
い
た
い
。
学
ん
だ
事
を
実
践
。
実
践
出
き 

 
 

 
 

 
 

 

な
け
れ
ば
ど
ん
な
に
学
ん
で
も
意
味
が
な
い
。
人
生
八
十 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
と
い
う
が
、
二
万
九
千
二
百
二
十
日
で
あ
る
。
で
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

残
り
の
人
生
は
何
日
で
あ
ろ
う
か
。
学
び
と
実
践
を
実
行 

 
 

 
 

 
 

 

す
る
、
悔
い
の
な
い
人
生
を
送
る
た
め
に
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宮
澤 

良
一 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


